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1. 授業の概要（ねらい）
　製造業のような企業は，購入した材料を加工して製品を製造します。製造過程で発生したコストを把握するために原価を
計算し，算出された数値をもとに工業簿記を用いて記録を行います。
　この講義では，その記録を行う工業簿記を学びます。具体的には，材料費・労務費・経費に関する費目別計算と製造間
接費の部門別計算，さらに総合原価計算の手法を中心に学びます。

2. 授業の到達目標
　原価計算・工業簿記のシステムについて理解することを目標とします。

3. 成績評価の方法および基準
　1．講義の中で行われる小テストや出席状況：40％
　2．定期試験の成績：60％

4. 教科書・参考文献
教科書
桑原知之　『日商簿記2級に“とおる”テキスト 工業簿記』　ネットスクール

5. 準備学修の内容
　【復習】授業内で解いた練習問題や教科書の練習問題を解いてください。

6. その他履修上の注意事項
　講義には電卓を持参してください。

7. 授業内容
【第１回】 　ガイダンス（授業の進め方，目標，成績評価等について話します）
【第２回】 　工業簿記とは：原価の分類について学習します。
【第３回】 　製造原価の分類について学習します。
【第４回】 　製品の完成・販売までの処理について学習します。
【第５回】 　費目別計算①材料費の計算・記帳について学習します。
【第６回】 　費目別計算②労務費の計算・記帳について学習します。
【第７回】 　費目別計算③経費の計算・記帳について学習します。
【第８回】 　費目別計算④営業費の計算・記帳について学習します。
【第９回】 　総合原価計算の基礎：総合原価計算を概観します。
【第10回】 　総合原価計算①組別総合原価計算について学習します。
【第11回】 　総合原価計算②等級別総合原価計算について学習します。
【第12回】 　工業簿記の勘定連絡について学習します。
【第13回】 　工業簿記の財務諸表について学習します。
【第14回】 　製造原価報告書について学習します。
【第15回】 　まとめ


